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－定:

へ

晨
駐
嘔
被
災
地
相
互
支
援
で

　
総
社
市
の
片
岡
聡
一
市
長
は
2
6
目
、
香
川
県
丸
亀
市
と
国
際
医
療
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
」
　
（
北
区
）
の
３
者
聞
で
災
害
時
相
互
応
援
協
定
を
3
0
目
に
結
ぶ
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た
。
南
海
ト
ラ
フ
大
地
腹
発
生
時
の
四
国
南
部
の
被
災
地
支
援

を
想
定
し
、
総
社
市
は
「
岡
山
の
対
岸
で
行
き
や
す
く
、
比
較
的
被
害
が
小
さ

い
と
見
ら
れ
、
四
国
各
方
面
に
移
動
し
や
す
い
」
と
い
う
理
由
で
、
丸
亀
市
に

活
動
拠
点
を
置
く
の
が
目
的
。
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総社市と香川県丸亀市、ＡＭＤＡの３者による

災害時相互応援協定について話す片岡総社市長

∵（前列右）F7総社市役所で　　　　　＜………

　
こ
の
日
の
記
者
会
見
で

片
岡
市
長
は
、
２
０
１
１

年
の
東
日
本
大
震
災
の
岩

手
県
沿
岸
部
の
被
災
地
支

援
で
、
海
岸
か
ら
離
れ
た

遠
野
市
が
活
動
拠
点
に
な

っ
た
こ
と
を
挙
げ
、
「
被

　
総
社
市
は
昨
年
1
2
月
に

　
「
大
規
模
災
害
被
災
地
支

援
条
例
」
を
施
行
し
、
支

援
費
用
を
予
算
化
し
て
い

る
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
と
は
国
内

外
の
被
災
地
支
援
で
協
力

す
る
「
多
文
化
共
生
に
関

害
が
大
き
い
と
予
想
さ
れ
‐
‐
‐
‐
‐
‐
す
る
協
定
」
を
２
０
０
９

る
四
国
南
部
に
迅
速
に
動
一
年
に
結
ん
で
い
る
。
市
に

け
る
よ
う
に
備
え
た
い
寸
よ
る
と
、
市
内
を
含
め
、

と
し
た
。
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合
は
県
内
優
先
だ
が
、
比

較
的
小
さ
く
、
瀬
戸
大
橋

な
ど
で
丸
亀
市
側
に
移
動

が
可
能
な
場
合
は
、
職
員

や
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
ス
タ
ッ
フ
、

1
1
1
1
1

‐
　
総
社
市
に
あ
る
県
立
大

↓
八
学
院
が
今
月
3
0
日
、
北

　
区
で
開
く
公
開
講
座
「
南

　
海
ト
ラ
フ
災
害
対
応
を
考

　
え
る
」
に
片
岡
市
長
と
梶

’
正
治
・
丸
亀
市
長
、
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
菅
波
茂
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ら
が
宿
泊
・

可
能
な
場
所
の
確
保
な
ダ

を
依
頼
す
る
と
い
う
。
ま

た
、
ど
ち
ら
か
の
市
の
被
｛

災
時
は
お
互
い
に
支
援
す
ニ

る
。
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畝 こ Ｚ ？瓦 ４ ｒ ｔ

｝
県
内
の
被
害
が
大
き
い
場
ご

代
表
が
出
席
す
る
の
に
合

わ
せ
、
講
座
終
了
後
に
協

定
の
締
結
式
を
す
る
。
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